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研究の背景
対象：インドネシア⽇本軍政期の史料

→ 第⼆次⼤戦後，その多くが連合国に接取された。

→ 現在でもアクセスが容易ではない。

→ 貴重な史料
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研究グループ

・貴重な史料の⻑期的保存を⽬指したい

・研究者によるアクセスを容易にしたい



研究概要
インドネシア⽇本軍政期の史料を対象に，
デジタルアーカイブを作成した。

これにより，次の2つを実現を図った。

•貴重な史料の物理的な劣化や散逸を防ぐ事
•研究者による史料へのアクセスを容易にする事



デジタルアーカイブとは
１．史料のデジタル化
２．史料のデータベース化
３．検索機能のあるWebアプリケーションの開発

作り⽅

・業者に頼む（⾼額な費⽤が発⽣）
・⾃分らで作る ←今回はこちらを採⽤



業者に頼む場合

ADEAC®：デジタルアーカイブシステム

・⽉額20,000円〜

・初期費⽤：規模によるが
数百万円以上



対象の史料
紙史料
- 第⼆次世界⼤戦中〜の史料。公⽂書や新聞，その他記録を含む

カセットテープ⾳声
- 1980年代，倉沢が当時の関係者に対し⾏なったインタビューの⾳声。

葉書
- 当時のジャワ陸軍司政⻑官である床波徳⼆による家族への葉書。



デジタル化①紙史料

• スキャン→PDFで保存。

• 必要に応じて
トリミングや結合・分割も⾏った。

作業⾵景



デジタル化①紙史料

上：スキャン直後

下：結合，トリミング後



デジタル化②カセットテープ⾳声
• カセットデッキを⽤いてMP3に変換
• Audacityを⽤いてノイズ低減

加⼯前の波形データ 加⼯後の波形データ



デジタル化②カセットテープ⾳声



デジタル化③葉書

・カラーでスキャン→PDFで保存。

・全て原本なので慎重に。

葉書のスキャン例



対象の史料
紙史料（⼀応整理済み・⽬録あり）
- 第⼆次世界⼤戦中〜の史料。公⽂書や新聞，その他記録を含む

カセットテープ⾳声（未整理・⽬録なし）
- 1980年代，倉沢が当時の関係者に対し⾏なったインタビューの⾳声。

葉書（未整理・⽬録なし）
- 当時のジャワ陸軍司政⻑官である床波徳⼆による家族への葉書。

今回の
Webアプリケーションの

対象とした。



テーブル設計
(1) ⼤分類
(2) ⼩分類
(3) 分類番号
(4) 題名
(5) 作成者
(6) 作成地
(7) 作成⽇
(8) 掲載誌
(9) ⽂書番号
(10) 追加分類
(11) 備考



テーブル設計
CSVからINSERT⽂を⽣成



テーブル設計
(1) ⼤分類
(2) ⼩分類
(3) 分類番号
(4) 題名
(5) 作成者
(6) 作成地
(7) 作成⽇
(8) 掲載誌
(9) ⽂書番号
(10) 追加分類
(11) 備考

(1),(2),(3)で⼀意に定まらない問題

→ サロゲートキー(id)を設けた。



テーブル設計
(1) ⼤分類
(2) ⼩分類
(3) 分類番号
(4) 題名
(5) 作成者
(6) 作成地
(7) 作成⽇
(8) 掲載誌
(9) ⽂書番号
(10) 追加分類
(11) 備考



テーブル設計
追加分類
・1史料に対し複数存在する場合がある

Id … 追加分類1 追加分類2 追加分類3
1 B-a C-b
2
3 C-a M-a M-b



テーブル設計
追加分類
・中間テーブルを⽤いて，記憶領域の無駄を削減した。

Id …
1 …
2 …
3 …

史料 ‒ 分類テ−ブル

Id 史料id 分類id
… 1 1
… 3 2
… … …

史料テ−ブル

… …
… …
… …
… …

分類テ−ブル



テーブル設計
分類テーブルをどうするか
・⼤分類と⼩分類に分かれている。
・⼤分類の種類によって⼩分類の意味が異なる。

Id 分類id ⼤分類 ⼩分類
1 1 B a
2 1 C b
3 2 C a
4 2 M a
5 2 M b



テーブル設計
分類テーブルをどうするか
・「分類」テーブルを作成。
・「⼤分類」テーブルと「⼩分類」テーブルも作成。

Id 分類id ⼤分類id ⼩分類id
… 1 1 1
… 2 2 2

分類テ−ブル
Id ⼤分類id ⼤分類
… 1 B
… 2 C
… 2 M

⼤分類テ−ブル

Id ⼩分類id ⼩分類
… 1 a
… １ b
… 2 a

⼩分類テ−ブル



テーブル設計



Webアプリケーションのプロトタイプ

ログイン画⾯



Webアプリケーションのプロトタイプ

検索画⾯



Webアプリケーションのプロトタイプ

史料詳細画⾯



プロトタイプのプレビュー
2021年11⽉に，共同研究者5名を招き，プレビューを⾏った。
極めて⾼い評価が得られた。

改善点
-検索機能の充実
-- マイナス検索
-- 分類以外による絞り込み ，等

-史料情報の編集履歴を残す機能の実装
-- 履歴から復元できるようにする



プロトタイプのプレビュー

登録・修正・削除機能



苦労話
•アジャイルに出たとこ任せな開発

• 葉書が突如追加、なんならテープも当初は予定になかった
• 今後も別の史料を対象とすることもあるかも（依頼されるかも？）

•⽂系の研究者の⽅々と我々とでギャップを感じた
• ⽬録の整形が⼤変だった

• 年代のギャップも感じた
• カセットテープ両⾯あることを学⽣らは誰も知らなかったり



今後の展望

- アプリケーションの改善

-⾳声データの⽬録作成，データベース化

-葉書の⽬録作成，データベース化


